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○　ごみ問題発生の因果関係の知識を
，自然科学の側
面から捉えた現象的なものと
，社会科学の側面から
捉えた本質的なものへと，２段階の追究の場面を意
図的に設定し，環境問題認識の科学性を高めるよう
にした。
具体的には
，「ごみ問題がおこるのは，なぜか。」と
問うことで
，現象的な因果関係を捉えさせ，続いて，
「ごみ問題がおこるのを,ふせげないのは
，なぜか。」と
問うことで，本質的な因果関係を捉えさせるようにし
た。
また
，現象的な因果関係を捉えさせる場面では，生
ごみ
，プラスッチクごみがみみず等の生物の俑ぎで分
解できるかどうか
，という実験を取り入れた。この実
験をとおして
，量的にも質的にも，自然の働きで処理
できないごみが
，「循環の破綻」を招いているという
事実を捉えさせるようにした。
○　リサイクルの学習場面で「エントロピ
」ーの視点を
導入し
，社会事象を多的に捉えさせるようにした。
具体的には
，下に示す資料を作成し，「エントロピー」
の視点からみえてくる
，リサイクルのマイナス面にも
気づかせるようにした。
○　論争問題を取り入れることで
，規範的知識を開か
れた形で獲得させるようにした。具体的には，次に示す論争問題を設定した。
この論争問題を取りあげることで
，合理的意志決定
能力の育成を目指した。
Ｖ　おわりに
以上
，本小論では，「物質循環」「エントロピー」と
いう２つの鍵概念を設定することが;科学的な環境問
題認識形成と開かれた規範的知識の獲得を保証するこ
とを
，第４学年の小単元「わたしたちのくらしとごみ」
を事例に授業モデルにも言及することをとおして述べ
てきた。
今後の課題は
，授業モデルに従って実践を行い，児
童の変容から研究仮説を検証していくこと
，「循環の
破綻」付随型環境問題についても授業モデルを作成し，その有効性を検証していくことである。
《引用文献及び注》
１）匚物質循環」「エントロピー」の概念規定にあたっ
ては
，資源物理学者槌田敦氏，循環科学を提唱する
山田國廣氏らの見解を参考にした。
２）詳しい分析対象
，分析結果については，拙稿，身
近な地域の匚物質循環」に視点をあてた環境教育の創造, 1994年度兵庫教育大学修士論文。を参照され
たい。
また
，高等学校の実践としては，船引規正，環境
教育における評価基準
，社会系教科教育学研究３号，
1991, pp.49
―52.が参考になる。
３）授業設計においてこのように匚社会的見方」匚社
会的考え方
」に明確に分けることの意義は，岩田一
彦編著，『小学校社会科の授業設計』，東京書籍，
1991, pp｡52-63.に詳しい
。
４）岩田一彦，『小学校社会科の授業分析』，東京書籍，
1993, p. 142.
エントロピー のお話
みなさんは，“エントロピー”という言葉を聞いたことがありますか。
「エネルギ
なーら知っている。」という人はたくさんいるでしょうが，“エントロピー”なんて，きっとはじめてではないでしょうか。
この言葉は
，今から約130年前，ドイツのクラウジウスという人が考えた理科の勉強に関係する言葉です。その後，この“エントロピー”
は，算数の勉強などにも使われるようになりました。
「社会科の勉強なのに
，なぜ，理科とか算数の話をするのだろう」と思っている人もいるかもしれませんね。このあたりで「“エント
ロピー”とは何か？」について，お話しましょう。
今
，この“エントロピー’Iが１番注目されているのは，みなさんが学習しているrごみ』に関係している“エントロピー”なのです。ご
み問題から“エントロピー”を考えると，それは。
『　物　と　熱　の　よ　ご　れ　』
ということができます。少し分かりにくかったかもしれませんので，次に，先ほど学習した「古紙のリサイクル」を例にお話していきま
す。
みなさんが
，資源ごみの日に出した新聞紙は，資源選別センターに運ばれ，そこで古紙として選別されます。その古紙はトラックで
再生工場へと運ばれます
。しかし，そのとき，トラックのねん料が必要です。また，工場へ運ばれてからはどうでしょうか。古紙は工場
に運ばれると自然に新しい紙になるわけではありません
。工場の中では，たくさんの電気やねん料，さらには，インクをとるための薬を
入れなければなりません
。そのときに，新しく『物のよごれ』「熱のよごれ」，つまり“エントロピー”が発生してしまうのです。
たしかにリサイクルはよい点があります。しかし，“エントロピー”のことを考えると………なかなかむずかしい問題ですね。
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